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§１ 平方完成と２次関数のグラフ 

Ｈ１.１

(1)   2( 3) 2y x  ····················· ①
のグラフは、  ( 3, 2)が頂点となるよう

に、  2y x のグラフを平行移動したもの
である。

y切片は、①に 0x  を代入して、
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x切片は、
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最大値はなし、最小値は 2

※ x切片は、図のように、頂点から x軸と
の交点までの移動量に注目して計算する

こともできる。
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( )y x     ··············· ①

のグラフは、 (1, 3)が頂点となるように、
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y x  のグラフを平行移動したもの

である。

y切片は、①に 0x  を代入して、
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最大値は 3  , 最小値はなし

x

y

O

3

6

1 6

1 6

3

1

5
2

x

y

O

23 

7

23 

3

2

2

2



(3) 2 6 1xy x    ························· ①
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より、この関数のグラフは、 ( 3, 10)  が

頂点となるように、  2y x のグラフを平
行移動したものである。

y切片は①より 1
x切片は、
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最大値はなし、最小値は 10
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より、この関数のグラフは、
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点となるように、  2y x のグラフを平行
移動したものである。

y切片は、①より 3
x切片はない。
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Ｈ１.２

   2( 2 6)y x ································· ①

を平方完成した   2( )y a x p qの形に書き
かえると、
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x
となるので、①のグラフは、(3, 0)が頂点とな

るように、  24y x のグラフを x軸方向に 3平
行移動したものである。

よって、  4, 3a b

Ｈ１.３ 
(1)

円周角の定理より、
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(2)

直径の円周角より、
ACB 90∠

したがって、円周角の定理より、
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(3)

直径の円周角より、
ADB 90∠

△ABDの内角の和より、
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ABCDは円に内接するので、内接四角形
の定理より、
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